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背 景・目的： 現在花粉症患者は増加傾向で、花粉飛散状況の把握は重要である。花粉を生成する雄花の成長が前年夏期に著しいた
め、現在の花粉飛散量予測には主に前年夏期の気象データが利用されている。一般に前年夏期の日射量が多いと翌年の花粉量が多いと言
われているが、この傾向に合わない年もあり、その理由の一つに、気象データは一地点の情報であり植生域を網羅していないことが挙げ
られる。そこで、広域的な情報を持った衛星データを用いることで、予測精度の向上につながるのではないかと考えた。本研究ではfPAR
コンポジットデータと花粉飛散量の関係を明らかにし、花粉飛散予測に有効であるか検討することを目的とする。
対象地域：埼玉県全場 ｜使用データ
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要な発生源に推定され、花粉飛散量に与える 1I 2003～2009年のMODIS/FPAR8-day L4 Global 1km !SIN Grid. 
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+ 各期間の積算伊AR鍾と花粉飛散・の
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前年10月の積算fPAR値
06～8月は正の関係が得られた。特！こ6月の相聞がもっとも高く、 8月に向かつて徐々に相関が低くなった。
09月以降は相関関係はないが、負の傾向が得られた。
・5＂水績で有’ E・ ＇＂水割匹で有.
針葉樹林の花粉飛散は2月～5月ごろであり、 6月から新しい雄花芽の分化が始まる。このことから、雄花分化初期のfPAR値が花粉生成量
に大きく影響する可能性が考えられる。また、雄花は9月ごろまでに分化を終えその後花粉の形成期に入り、 11月ごろには休眠に入る。
そのため、雄花芽の分化が終わったあとの光合成有効放射量は、休眠に向けてあまり利用されていない可能性が考えられる。
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糊伊AR債と花紛飛憾の関係 ｜ 6～11月ではy= l.04xの関係が得られた。
6月の積算fPAR値を加えると、 7月からの積算fPAR値よりも相関が高くなった。 ｜雄花芽分化時期（6～9月）や花粉生成に関わる全ての
各月ごとの積算fPAR値と花粉飛散量の解析結果でその可能性が示されたように、 ｜期間（6～11月）の積算fPAR値が、花粉生成に大きな影
まとめ：各月ごとの積算fPAR値と花粉飛散量の解析結果から、前年6月の積算伊AR値と翌年の花粉飛散量の関係が最も高く、雄花芽形成
初期にあたる6月のfPAR値が雄花芽分化に強く影響していると考えられる。また、複数月の積算伊AR備と花粉飛散量の関係解折、検証結
果から、前年夏期（6～8月、 6～9月）や6～11月の積算fPAR値の利用が、花粉飛散量予測に有効である可能性が示された。
今後は、対象地場を広げ対象年数を増やし、同様の傾向が得られるか検討していきたい。
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